










































































　調査群：A 大学 4クラス　84名　 B 大学2クラス64名





















授業回 各 Activity 目的 所要時間の目安
7回目 Ident i f y i ng  Fac t  and  Op in i on Worksheet ①
1. 事実 / 意見の違いとは？
2. 事実を見極めるために必要なことは？ 90分













During-reading Activity 前週のワークシート記入内容をグループ発表 80分
英字新聞記事③
Post-reading Activity 3つの新聞のメディアの背景 10分





（The Associated Press）6 BBC News
7 The Japan News
（Jiji Press）8
記事のタイトル
In patriarchal Japan, saying ‘Me 
Too’can be risky for women
（男性優位社会の日本では女性に
とって ’Me Too’ ということはリ
スクになり得る：筆者和訳）
#Me Too Japan: What happened 
when women broke their silence
（#Me Too Japan: 女性たちが静寂
を破った時，何が起きたのか：筆
者和訳）





　まず，“The Asahi Shimbun” であるが，このタイトルは「In patriarchal Japan, saying ‘Me Too’
can be risky for women」（男性優位社会の日本では女性にとって ’Me Too’ と声をあげることはリ
スクになり得る：筆者和訳）である。本授業では，このタイトルの中で価値的な評価を示している英
単語に着目させているが，この記事のタイトルの場合 “patriarchal Japan, risky for women（男性




　つぎに “BBC News” であるが，このタイトルは「#Me Too Japan: What happened when women 
broke their silence （#Me Too Japan: 女性たちが静寂を破った時何が起きたのか：筆者和訳）」と
なっている。この記事のタイトルの場合，価値的な評価を示す語は “when women broke their 
silence（女性が静寂を破った時：発表者訳）” がそれにあたる。このことから “BBC News” も，日
本のセクハラ問題に対して被害者の女性達に焦点を当てているのがわかる。
　最後に，“The Japan News” であるが，このタイトルは「Officials to get training on harassment 
prevention（官僚がハラスメント防止のトレーニングを受ける：筆者和訳）」となっている。この記
事のタイトルの場合，価値的な評価を示す語は “Official（官僚）” と “harassment prevention（ハラ






































































































　“The Asahi Shimbun” は，日本のセクハラ被害に遭った女性達に視点を当て，“Me too” と声をあ
げた女性達は自らのリスクを取ってそうしている，という筆者の主張である。国内の新聞社である
The Asahi Shimbun は，日本社会を男性優位社会と表現し，被害者女性がサポートと正義を求める
のではなく，逆に多くの被害者女性が性暴力とセクハラを忘れようとしてきた，という日本社会へ
極めて批判的な論調を繰り広げていた。イギリスのメディアである “BBC News” も日本のセクハ
ラ被害女性がおかれている厳しい環境について焦点を絞り，世間の評価が重大な位置を占める日本
では，女性がセクハラに遭ったと声を上げることをしばしば思いとどまるという事は驚きではない










る。このように，3つの英字新聞を読み比べると，The Asahi Shimbun と BBC NEWS は日本のセ
クハラ問題に関して被害者の女性側と日本社会に焦点を当てた記事であるが，The Japan News は
セクハラ被害スキャンダルの後，政府側の対応に焦点をあてた点が大きく目立った。”The Japan 
News” のサイト上で被害者の女性側について書かかれた記事を ”sexual harassment” で検索したが，
2018年6月17日の時点では全く見つける事ができなかった。






































15.4% である。この二つを合計すると305個で51% に上った。この51% のうち，頻出回数が多かっ
たキーワードを下の【棒グラフ1】に並べた。
















































































Me Too Me too 運動，英語だったので興味が持てた
メインセンテンス・サ

























となったが，クラス② A 大学2年 -1だけは3名が答えてくれた。
　反構成式のインタビュー質問は下の【表6】に表した。
　学生 No.1，2は上記6の自由記述分析結果のクラス① A 大学1年，学生 No.3（社会人学生），4，5
はクラス② A 大学2年 -1，学生 No.6，7はクラス③ A 大学2年 -2，学生 No.8，9はクラス④ A 大学2
年 -3，学生 No.10，11はクラス⑤ B 大学1年，学生 No.12，13はクラス⑥ B 大学2年に属していた。
下の【表7】に13人の質問別回答を示した。
【表7】反構成式のインタビュー回答













6 それぞれの段落に含まれている Main Sentence と supporting sentences の関係性について，覚えていることを話してください。
7 Media Literacy について授業を受ける前に知っていたことはありますか？
8 Media Literacy について前期の授業で学習したことを教えてください。











































































































11 Me, too. BBC は運動をタイトルにしていてわかりやすく，入りやすい。朝日，読売はタイトルを見て難しそうだと思った。
12 全部主題を言っていてわかりやすい。読売はそこまで出ていなかった。
13 朝日新聞は記事の内容の要約がすぐわかる。BBC は What happened から始まるので，読まないとわからない。読売も結果，内容の中身が載っている。
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学生 No. Q8：FactorOpinion に関するワークシートの内容で，印象に残っていることを話してください。
1














4 自分の中では fact だと思っていたが，実は opinion だったりして，わかった後でも，「これって fact じゃないの？」と思ったり，自分で取捨選択ができていないと思った。
5 Fact だと思ったら実は opinion でというのが3文位あって，まんまと乗せられたなと。ペアでやっても証拠として捉えていいのか迷った。Because とか現実の固有名詞が大事だと。
6 論調が難しい。比較がむずかしかった。













12 ニュース番組で，他の芸能人が言ったことを引用して，実際に知っている番組だったので，fact, opinion がわかりやすかった。言い切っている文か，クエッションで終わっている文かが大事。
13 見極めが大変。私は fact がわかりやすいのかと思っていたけど，オピニオンだった。一見 fact だけど，見極めが難しい。Fact の見極めは第3者側から確認できるか，どこに行けばわかるっていうのが fact。


















































































































































　3つの新聞はセクハラ被害にあった女性達に視点を置いている2紙 The Asahi Shimbun と BBC 
News と，セクハラスキャンダル後の政府側の対応に焦点を当てている The Japan News とに分か
れた。セクハラ被害者女性達の視点にたち，日本社会全体から見たセクハラ問題を捉えて論調をま
とめていた2紙だが，違いは，国内の新聞社である The Asahi Shimbun は，日本社会が男性優位だ
からセクハラ被害に遭った声をあげた女性達が逆に非難されると言う論調で，イギリスの新聞社で
ある BBC News は，日本社会で生きる日本人を「No と言わず苦難を受け止めそれに耐える」と表現
し，ゆえにセクハラ被害に対する法的な保護もなく，攻撃されやすい立場にいる若い女性達という






































3.  Fujisaki, S. （2018） Developing English Reading Comprehension Strategies for Japanese Universities: Shifting 
from Learning to Read to Reading to Learn. 東北大学大学院教育学研究科『研究年報』第66集第2号 pp.113-128.
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 This paper is aimed at developing, implementing and evaluating English reading 
comprehension strategies for improving English critical reading for university students by using 
English newspaper articles. Two preceding researches have been done by the author with three 
articles written by three different newspaper companies that were all focusing both on the same 
topic and the same points. Therefore, finding out the differences among the press comments was 
relatively straightforward. However, this time the research topic, which is about sexual 
harassment in Japan, is the same, but two of the articles focused on the female victims based on 
the imbedded problems in Japanese society, whereas the other paid attention solely to the 
government’s new measures to start a new harassment training for senior officials after a big 
sexual harassment scandal by a top bureaucrat.
 There were two types of evaluation methods used to seek how much the students improved 
their critical reading skills. One was a free style description evaluation. During the 15th class in 
the spring semester, all the training group students wrote their feedback about the course in 
general and differences between their previous English classes in junior/ high school and 
university, and this course. The other evaluation was done with oral interviews with 13 
volunteering students after the semester by using a semi conducted method with 12 questions 
regarding reading the three newspaper articles. The questions  mainly asked the differences, if 
any, in titles, writers’ claims, press comments among the three articles, media literacy, facts/
opinions, and structures of English articles.
  As a result, learners’ critical reading awareness and attitude have improved among the 
group, particularly on media literacy, which in this research means different media’s political 
ideology, writers’ claims and press comments with facts or opinions. Providing the task-based 
activities that analyze different focus points of the same theme and having preceding worksheets 
with writers’ intentions, evidence and expressions, this research attempts to offer a clear link 
between implementing critical reading classes and evaluating its result to train the learners to 
become a critical reader.
Developing, Implementing and Evaluating for Improving 
Critical Reading strategies for University students:
Focusing on Writers’ Intentions, Evidence and Expressions
Sanae FUJISAKI
（Graduate Student, Graduate school of Education, Tohoku University）
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大学生のクリティカルリーディングを向上させる授業の開発・実践及びその評価
Key Words：Critical Reading, English Reading Ability, Media Literacy, Critical thinking
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